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　仙南地域広域行政事務組合及び構成市町２市７町では、ごみの減量化・資源化の推進

に取組んでいます。この取り組みを更に推進するため、仙南圏域内の小学校に在学する

４年生から６年生までを対象に、「ごみダイエット絵画・標語」を募集しました。

　多数の応募があり、去る１０月１２日に審査会が行われ、上記の

最優秀賞など、たくさんの方が入賞されました。

　このコンクールは、「ごみの減量化」「ごみの資源化」
「リサイクルの推進」など、ごみを減らすことや再利用な
ど、圏域住民の意識を一層高め、循環型社会の構築推進に資す

るものです。

（ごみダイエットコンクール関連記事　２ページ）

ごみダイエット絵画・標語コンクール

【絵画の部】　最優秀賞
　　　　　丸森町立丸森小学校
　　　　　　６年生　大槻　ちひろ さん
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滞
納
整
理
事
務
の
共
同
処
理

　

当
組
合
で
は
、
構
成
市
町
（
白

石
市
・
角
田
市
・
蔵
王
町
・
七
ヶ

宿
町
・
大
河
原
町
・
村
田
町
・
柴

田
町
・
川
崎
町
・
丸
森
町
）
の
税

金
の
徴
収
率
向
上
、
圏
域
住
民
の

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
税
金
の

滞
納
整
理
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
間
で
、
構
成
市
町
か
ら
高

額
・
悪
質
な
滞
納
案
件
（
四
百
八

十
件
）
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
で
は
、
こ
の
う
ち
約
半
数
の
滞

納
者
か
ら
納
付
誓
約
を
取
り
、
約

二
億
二
十
万
円
の
滞
納
税
を
徴
収

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
再
三
の
納
付
催
告
に
も

反
応
を
示
さ
な
い
悪
質
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
不
動
産
・
給
与
・
年

金
・
預
貯
金
等
の
差
押
え
を
実
施

滞
納
税
２
億
円
を
徴
収

滞
納
税
２
億
円
を
徴
収

し
、
滞
納
税
の
収
納
確
保
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
差
し
押
さ
え
た
不
動

産
・
動
産
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
売
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
構
成
市
町

か
ら
新
た
に
二
百
件
の
滞
納
案
件

の
処
理
を
依
頼
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
こ
れ
ら
の
案
件
に

対
し
て
も
各
種
財
産
の
調
査
、
差

押
え
、
公
売
な
ど
の
強
制
的
徴
収

手
続
き
を
行
い
、
滞
納
税
（
延
滞

金
含
む
。）の
徴
収
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
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自動車の差押え

● 2年間の徴収実績

１７７,９５２,０７９円本　　  税

５３６,８３５円督促手数料

２１,７９９,８１８円延 滞 金

２００,２８８,７３２円合　　  計

　

税
金
は
、自
主
納
税
が
基
本
で
す
。

　

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、税
の
果

た
す
役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、自

主
納
税
に
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

もしもあなたが、組合の納税催告に応じなかったら・・・

滞
納
税
に�

　
　
充
　
当�

配　当� 換価（公売）� 差押え�

YE
N

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
絵
画
・

　
　
　
　
　
　
　
　
  　

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

仙
南
地
域
ご
み
減
量
化
推
進
連
絡
会
議
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
仙
南
地
域
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
絵
画
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
仙
南
圏
域
二
市
七
町
の
小
学
四
年
生
か
ら
六

年
生
を
対
象
に
、「
ご
み
の
減
量
化
」「
ご
み
の
資
源
化
」「
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
」
を
訴
え
る
内
容
の
絵
画
と
標
語
を
募
集
し
、
多
数
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
の
絵
画
と
標
語
を
も
と
に
啓
蒙
用
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、

各
公
共
施
設
等
に
掲
示
し
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
絵
画
の
部
】

●
最
優
秀
賞

　

丸
森
小　

六
年　

大
槻
ち
ひ
ろ

●
特
選
（
三
点
）

　

角
田
小　

五
年　

市
川　

由
衣

　

西
住
小　

五
年　

高
山　

栞
奈

　

大
内
小　

五
年　

佐
藤　

塔
子

●
入
選
（
十
点
）

　

白
石
第
二
小
六
年　

�
橋
奈
津
子

　

斎
川
小　

六
年　

保
科　

秀
美

　

白
川
小　

六
年　

佐
藤　

陽
香

　

角
田
小　

六
年　

山
並　

亜
弓

　

宮　

小　

六
年　

我
妻　

拓
也

　

村
田
第
一
小
六
年　

佐
藤　

椎
菜

　

村
田
第
一
小
六
年　

小
林　

美
希

　

船
岡
小　

五
年　

藤
原　

沙
知

　

西
住
小　

六
年　

村
岡　
　

凜

　

大
内
小　

五
年　

森　
　

信
吾

【
標
語
の
部
】

●
最
優
秀
賞

　

槻
木
小　

六
年　

水
戸　
　

涼

●
特
選
（
三
点
）

　

槻
木
小　

六
年　

高
森　

元
基

　

大
内
小　

六
年　

荒　
　

正
喜

　

大
内
小　

六
年　

佐
藤　

弘
希

●
入
選
（
十
二
点
）

　

白
石
第
二
小
六
年　

戸
村　

愛
菜

　

大
平
小　

四
年　

大
槻　

茉
穂

　

角
田
小　

四
年　

菅
野
す
み
れ

　

角
田
小　

六
年　

佐
藤　

瑞
希

　

宮　

小　

五
年　

山
家　

彩
織

　

宮　

小　

五
年　

遠
藤　

聖
也

　

平
沢
小　

五
年　

奥
平　

貴
成

　

大
河
原
南
小
六
年　

佐
久
間
奨
悟

　

村
田
第
一
小
四
年　

�
橋　

真
心

　

村
田
第
一
小
五
年　

島
田　

龍
生

　

柴
田
小　

五
年　

高
橋　

知
美

　

柴
田
小　

六
年　

小
林　
　

望

タイヤロック装着例

ハンドルロック装着例
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◆
勤
務
先
か
ら
自
家
用
車
で
帰
宅
途
中
、

村
田
町
沼
田
字
蛇
沢
地
内
の
一
般
住
宅
の

火
災
の
現
場
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、

台
所
の
勝
手
口
で
避
難
で
き
ず
に
腰
を
下

ろ
し
て
い
る
足
の
不
自
由
な
高
齢
者
を
発

見
し
、
身
の
危
険
を
顧
み
ず
早
期
に
救
出

し
た
と
し
て
、
大
河
原
消
防
署
長
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
大
河
原
町
の

鯨
岡
裕
美
さ
ん

人
命
救
助
・
初
期
消
火
に
協
力

人
命
救
助
・
初
期
消
火
に
協
力

で
火
を
消
し
止
め
、
さ
ら
に
一
一
九
番
通

報
し
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

◆
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
丸
森
町
の

星
と
み
子
さ
ん（
＝
写
真
左
か
ら
二
番
目
）、

結
城
め
ぐ
み
さ
ん
（
＝
写
真
右
か
ら
二
番

目
）
の
二
人
。

　

最
近
、
建
物
火
災
の
中
で
、
天
ぷ
ら
な

べ
（
揚
げ
も
の
）
が
原
因
と
す
る
火
災
が

増
え
て
い
ま
す
。

▼
「
天
ぷ
ら
油
が
あ
た
た
ま
る
ま
で
他
の

部
屋
で
掃
除
を
･
･
･
･
･
」

▼
「
電
話
が
来
た
の
で
、
つ
い
長
電
話
を

･
･
･
･
･
」　

■
天
ぷ
ら
油
自
体
が
燃
え
る
！

・
１
７
０
〜
１
８
０
℃
揚
げ
も
の
適
温

・
２
５
０
℃　

白
煙
が
出
る

・
３
０
０
℃　

激
し
く
白
煙
・
刺
激
臭

・
３
４
０
〜
３
７
０
℃　

発
火
す
る
！

　

天
ぷ
ら
な
べ
の
火
災
は
、
油
自
体
が
高

大
河
原
消
防
署
か
ら　
　

　
　

人
命
救
助
の
感
謝
状

◆
適
切
な
初
期
消
火
、
一
一
九
番
通
報
、

さ
ら
に
避
難
誘
導
に
よ
り
住
宅
火
災
の
延

焼
拡
大
を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
角
田

消
防
署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
火
災
は
、
七
月
三
日
午
後
四
時
四
十
五

分
頃
、
丸
森
町
内
の
一
般
住
宅
の
火
災
の

現
場
を
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
台
所
の

て
ん
ぷ
ら
油
が
燃
え
、
黒
い
煙
が
噴
き
出

し
て
い
る
の
を
発
見
し
、
直
ち
に
消
火
器

角
田
消
防
署
か
ら
感
謝
状

温
の
状
態
で
燃
え
て
い
ま
す
。

　

ぬ
れ
た
シ
ー
ツ
等
で
覆
っ
て
消
え
た
と

思
っ
て
も
、
シ
ー
ツ
等
を
は
が
さ
な
い
こ

と
。　

消
火
器
は
、
十
分
に
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　

油
の
温
度
が
下
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

再
び
燃
え
出
し
ま
す
。

　

な
べ
も
油
も
高
温

な
の
で
、
移
動
し
よ

う
と
し
て
や
け
ど
を

負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

消
火
ス
イ
ッ
チ
や

元
栓
で
、
ガ
ス
を
遮

断
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

◎
「
過
熱
防
止
装
置
」
の
活
用
を
！

　

お
湯
は
１
０
０
℃
で
蒸
発
す
る
が
、
油

は
ま
だ
ま
だ
上
が
り
ま
す
。

　

温
度
が
二
五
〇 
℃ 
に
な
る
と
自
動
的
に

ガ
ス
を
止
め
る
「
過
熱
防
止
装
置
」
の
付

い
て
い
る
火
口
で
、
揚
げ
物
を
し
て
下
さ

い
！

◎
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
し
て
！

◎
壁
や
天
井
は
燃
え
に
く
い
耐
火
ボ
ー
ド

等
で
！

　

暖
房
器
具
の
安
全
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

□
カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば

で
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

□
使
用
前
に
点
検
し

ま
し
た
か
？

□
不
在
に
な
る
時
消

し
て
い
ま
す
か
？

□
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
の
際
、
灯
油
で
あ
る

こ
と
を
を
確
か
め
て
！　

火
が
消
え
て

か
ら
給
油
を
！

□
電
気
ス
ト
ー
ブ
・
こ
た
つ
は
、
消
し
た

　

後
、
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
す
か
？

□
電
気
こ
た
つ
の
布
コ
ー
ド
、
見
え
な
い

　

と
こ
ろ
で
磨
り
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

・
住
宅
用
火
災
警
報
器

・
消
火
器
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　

積
雪
時
に
は
、地
下
消
火
栓
の
ふ
た
が

雪
の
下
に
隠
れ
、消
火
活
動
に
支
障
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
や
地
元
の
消
防
団
員
が
除
雪

を
し
て
い
ま
す
が
、管
内
の
消
火
栓
を
一

斉
に
除
雪
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

近
く
に
消
火
栓（
特
に
地
下
消
火
栓
）が

あ
る
場
合
は
、家
の
周
り
の
除
雪
と
併
せ

て
、消
火
栓
周

囲
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
を
！

天
ぷ
ら
な
べ
火
災
に 

　
　
　
　
   
要
注
意
！

「
離
れ
る
な 

    
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
し
て
」

暖
房
器
具
火
災
防
止
！
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蔵王町農林観光課　� 0224-33-2215　　七ヶ宿町産業振興課　� 0224-27-2177　　大河原町産業振興課　� 0224-52-2659

川崎町　� 0224-84-2111　　丸森町　� 0224-72-2111

111111112222222212月月月月月月月月月阿武隈ライン舟下り  こたつ舟　　　　　　　  丸森町
　１２月１日（土）～３月２５日（火）
　　阿武隈渓谷の雪景色をながめながら、しし
鍋に舌鼓。
　　観光交流センター発着の約６０分のコース
です。ご希望により寄せ鍋やお弁当もご用意
できます。（３名様以上で３日前までに要予約）
問い合わせ （阿武隈ライン保勝会　0224-
72-2350）

～ホワイトキューブ１０周年記念～吉野直子ハープの夕べ（ハープ） 　  白石市
　１２月 8日（土）１８:３０開演　白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）
　　第9回イスラエル国際ハープコンクールに１７歳で優勝。ベルリンフィル、
フィラデルフィア管など著名オーケストラと共演。日本が誇るハープの国
際スター。問い合わせ（ホワイトキューブ　0224-22-1290）

第１５回白石市生涯学習フェスティバル事業　　 白石市
あきらちゃん・リカちゃん クリスマス子育てふれあいコン
サート 　１２月 9日（日）　１０:３０～１１:３０
　白石市中央公民館大ホール
　　クリスマスにちなんだ、あそびうたあり、ダン
スあり、ぶらぶらシアターありの親子で参加でき
る、とっても楽しいコンサートです。問い合わせ
（白石市生涯学習課 0224-22-1327）

齋理の歳迎え　丸森町
　１２月１１日（火）～１月２７日（日）　齋理屋敷
　　豪商の正月支度の品々が大広間いっぱい
に並びます。
　　期間中には、恒例の「齋理のお雑煮お振る
舞い」や趣向を凝らしたイベントが行なわれ
ますので、ぜひお越しください。
　（各種イベントの開催日はお問い合わせくださ
い）
　問い合わせ（齋理屋敷　0224-72-6636）

～ホワイトキューブ１０周年記念～　　　　　　      白石市 
山本真希クリスマスオルガンリサイタル（オルガン）
　１２月１４日（金）１８:３０開演　白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）
　　第１回ドイツ・ランデスベルク国際オルガンコンクール第３位。オル
ガンを井上圭子、Ｚ．サットマリー、Ｃ．ボッサート各氏に師事。Ｏ．メシア
ン「主の降誕」、Ｌ．Ｃ．ダカン「スイスのノエル」など、クリスマスに因んだ
曲を演奏します。
　問い合わせ（ホワイトキューブ　0224-22-1290）

白鳥観察会　　　　　　　　大河原町 
　１２月１６日（日）１０:００̃１３:００　

　大河原河川公園（大河原町字南平
　仙南運転免許センター脇）
　　毎年５００羽を超す白鳥が飛来し、仙南
地域では最大の白鳥飛来地となってい
ます。当日は、白鳥に関するクイズや、い
も煮汁の無料サービスなどもあります。

碧水園　子ども茶会　　　　　　　　　　　　 白石市
　１２月１６日（日）１０時～１５時　碧水園茶室
　　毎月の碧水園茶会の一つ。今月は、子ども達が皆さまをおもてな
し致します。（裏千家、お茶券：４００円）問い合わせ（白石市古典芸能
伝承の館　碧水園　0224-25-7949）

みやぎ蔵王白石スキー場開き　 　　　　　　　　　白石市
　１２月２１日（金）みやぎ蔵王白石スキー場
　　いよいよスノーシーズン幕開けです。白石ス
キー場では、スキー場開き当日、リフトが無料乗り
放題！また、シーズン中は、各種大会やイベントが
開催されます。お得な、シーズン券も発売中です。
　　ぜひ初滑りを白石スキー場で満喫してください。
　問い合わせ（みやぎ蔵王白石スキー場　
0224-24-8111）

片倉家中武家屋敷旧小関家 「冬至の会」  　　　　 　   白石市
　１２月２２日（土）１０:３０～（冬至かぼちゃがなくなり次第終了）
　片倉家中武家屋敷旧小関家（白石市西益岡町）
　　伝統の冬至かぼちゃの試食会と絵本の読み聞かせ会を開催します。
　問い合わせ（白石市博物館建設準備室　0224-22-1343）

片倉家中武家屋敷旧小関家 「お正月を迎える会」 　　   白石市
　１２月２６日（水）しめ縄作り１０:００～１１:３０
　　　　　　   そば試食会１１:３０～（そばがなくなり次第終了）
　片倉家中武家屋敷旧小関家（白石市西益岡町）
　　伝統のしめ縄作りの体験会と年越しそばの試食会を開催します。
　問い合わせ　（白石市博物館建設準備室　0224-22-1343）

白石城 除夜の鐘を鳴らす会「響け世に、白石城の鐘の音」　 白石市
　１２月３１日（月）２３：００～ 1月 1日（祝）1：００白石城鐘堂
　　大晦日の夜、新しい年がよい年になるようにと願いをこめて、
　除夜の鐘をあなたも鳴らしてみませんか。
　問い合わせ（白石城管理事務所　0224-24-3030）

白石城 天守閣から初日の出を拝む会　　 　　   白石市
　1月１日（祝）  6:30 ～
　白石城天守閣
　　新年を迎えた皆様に感謝の意味を込め、白
石城天守閣より初日の出を拝む会を開催しま
す。問い合わせ（白石城管理事務所　
0224-24-3030）

片倉家中武家屋敷旧小関家 「こけしの初挽き」  　　   白石市
　　1月 2日（水）１０時～  弥治郎こけし村
　　弥治郎地区の新年恒例の行事で、こけし神社へ古式ゆかしい烏帽子
装束で工人がこけしを挽き奉納いたします。
　問い合わせ（弥治郎こけし村　０２２４－２６－３９９３）

片倉家中武家屋敷旧小関家 「七草の会」 　　　　　 　白石市
　1月 7日（月）　１１:００～（七草がゆがなくなり次第終了）
　片倉家中武家屋敷旧小関家（白石市西益岡町）
　　七草がゆの試食会を開催します。
　問い合わせ（白石市博物館建設準備室　0224-22-1343）

碧水園 舞台開き・高砂を謡う会発表会　　　　　白石市
　1月１３日（日）9時３０分～１２時　碧水園能楽堂　
　　初春の一日、神楽・日本舞踊・箏曲・謡曲・長唄などの伝統芸能をお
楽しみ下さい。（入場無料）
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館  碧水園  ０２２４－２５－７９４９）

みやぎ蔵王樹氷めぐり　　蔵王町
　1月中旬～ 3月下旬
　みやぎ蔵王すみかわスノーパーク
　　雪上車「ワイルドモンスター号」に乗って、蔵王
の大自然が織り成す雪と氷の造形「樹氷」を鑑賞

するツアーです。運行日の１ヶ月前から予約がで

きます。

　問い合わせ（みやぎ蔵王すみかわスノーパーク　0224-87-2610）

碧水園　新春茶会　　　　　   白石市
　1月２０日（日）１０時～１５時　碧水園茶室　
　　新春の清々しい茶室で、一服いかがでしょうか。
　（裏千家、お茶券：１,０００円）
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館　碧水園 0224-25-7949）

碧水園能普及公演「喜多流青年能」　　　　　　　 白石市
　1月 27 日（日）　　碧水園能楽堂
　　喜多流能「放下僧」ほか。詳しくはお問い合わせ下さい
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館　碧水園 0224-25-7949）

「雛の宴展」　　　　　　　白石市
　１月下旬～３月３日（月）期間中無休
　９時～１６時　弥治郎こけし村
　　春を告げるかわいらしい各地の木
地雛が一堂に会します。即売も行っ
ていますので、お気に入りを見つけ
てみては？　問い合わせ（弥治郎こ
けし村 0224-26-3993）

111111111月月月月月月月月月
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白石市生涯学習課　� 0224-22-1327　　角田市　� 0224-63-2111　　

村田町産業振興課　� 0224-83-6406　　柴田町　� 0224-55-2111　　
お問い合わせ

222222222月月月月月月月月月雪だるま・雪像コンテスト
　　　　　　　　　　　　　 七ヶ宿町
　2月上旬　　七ヶ宿町内
　　ユーモアあふれるさまざまな雪だ
るまや雪像が街道沿いに立ち並び、
七ヶ宿町を訪れるたくさんの方々を
歓迎します。

如月の碧水園茶会　　　　　　　　　　　　　　　　白石市
　2月 3日（日）１７日（日）１０時～１５時　碧水園茶室
　　雪景色を眺めながら、一服いかがでしょうか。(3 日 : 方円流煎
茶、お茶券 :４００円）(１７日 : 裏千家、お茶券 :４００円 )
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館　碧水園 0224-25-7949）

片倉家中武家屋敷旧小関家「節分の会」　　　　   白石市
　2 月３日（日）１０：００～　片倉家中武家屋敷旧小関家（白石市西益岡町）
　　豆まきをして多くの福を呼び込み、一年の無病息災を祈願します。
　問い合わせ（白石市博物館建設準備室　0224-22-1343）

七ヶ宿雪合戦大会　　　　　　　　　　　　  七ヶ宿町
　2月１０日（日）　　七ヶ宿町内
　　大河原管内の小学生が集まり、各
チームごとに作戦を練り、雪合戦を
行います。
　　「雪」をとおして子どもたちの交
流が広がっています。

角田市郷土資料館・企画展「雛人形」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角田市
　2月１５日（金）～ 3月１９日（水）　 角田市郷土資料館
　　伊達政宗息女牟宇（むう）姫嫁入り
持参と言われる雛人形等を展示しま
す。女雛・男雛とも豪華かつ気品に
満ちており、金梨地蒔絵の膳椀類等
の雛道具も見事です。
　問い合わせ（角田市郷土資料館 0224-62-2527）

齋理の雛まつり　　丸森町
　２月中旬～３月末日　齋理屋敷
　　お雛様と金銀蒔絵の雛道具を座敷
いっぱいに展示。
　　期間中には、恒例の「お雛人形作
り」や趣向を凝らしたイベントが行
なわれますので、ぜひお越しくださ
い。（各種イベントの開催日はお問い合わせください）
　問い合わせ先（齋理屋敷　0224-72-6636）

片倉家中武家屋敷旧小関家　「ひな祭り」 　　　 白石市
　2月２２日（金）～ 3月 3日（月）
　片倉家中武家屋敷旧小関家　（白石市西益岡町）
　　ひな祭りに因んだ作品を展示します。3月 3日には、１０時から
読み聞かせ会と篠笛演奏会を開催します。
　問い合わせ（白石市博物館建設準備室　0224-22-1343）

333333333月月月月月月月月月
七ヶ宿ＧＳ大会　　 　　七ヶ宿町
　3月 2日（日）　七ヶ宿スキー場
　　毎年、県内外から１００名以上が参加
し、各部門ごとに１位を目指し、１００
分の 1秒を競います。

弥生の碧水園茶会　　　　　　　　　　　　　　　　  白石市
　3 月 2日（日）　１０時 １̃５時　碧水園茶室
　　早春のひととき、ひなまつりの雰囲気の中で、一服いかがでしょうか。
（表千家、お茶券：４００円）
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館 碧水園 0224-25-7949）

～ホワイトキューブ１０周年記念～
小林研一郎とベートーヴェンの第九  　　　　　　白石市
　3 月 9日（日）　18:30 開演
　白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）　　
   　炎の指揮者小林研一郎が仙台フィルを指揮し、ベートーヴェンの第
九を演奏します。ソリストに中丸三千繪を迎え、キューブ合唱団が第九
を高らかに歌いあげます。
　問い合わせ（ホワイトキューブ　0224-22-1290）

小斎鹿島神社　 奉射 祭　　　　　　　　　　　　　　 丸森町
やぶさめ

　３月９日（日）　小斎鹿島神社
　　矢を射り、一年の天候を占い五穀豊穣
と安全を祈願します。
　　一般的に「流鏑馬（やぶさめ）」と言わ
れる騎馬競技とは違い、歩射で的を射る
神事です。張りつめる空気の中で、弓矢
の音だけが響きます。問い合わせ（小斎公民館　0224-78-1111）

郷土の伝統芸能鑑賞会　　　　　　　　　　　　　 　白石市
　3月１６日（日）　碧水園能楽堂
　　第一部は碧水園主催講座「琴」「尺八」「こども日本舞踊」「高砂

を謡う会」講座生による発表と郷土の芸能。
　　第二部はゲストをお招きします。詳しくはお問い合わせ下さい。
　問い合わせ（白石市古典芸能伝承の館　碧水園　0224-25-7949）

～ホワイトキューブ１０周年記念～
青春歌謡黄金時代同窓会コンサート 　　　　　    白石市
　3 月１６日（日）　１２時と１６時の二回公演
　白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）
　　橋幸夫と仲間たちが集い、１９６０年代からの懐かしいヒット歌謡
　を歌います。出演は橋幸夫、黛ジュン、小川知子、錦野旦、麻丘
　めぐみの豪華５人組です。
　問い合わせ（ホワイトキューブ　0224-22-1290）

みやぎ蔵王白石スキー場「ファイナルサービスWeek」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 白石市
　３月１７日（月）～２３日（日）　みやぎ蔵王白石スキー場
　　どなたでも、リフト 1日券 50％オフ。
　問い合わせ（みやぎ蔵王白石スキー場　0224-24-8111）

むらた町家（まちや）の雛めぐり　　　　　　　　　村田町
　3月２２日（土）～２３日（日）　午前１０時～午後 4時
　村田町蔵の町並み（村田町中心部）
　　江戸時代に紅花の集散地として
栄えた村田には、今も町の中心部に
江戸や上方との紅花取引で活躍し
た村田商人の屋敷が軒を連ねてい
ます。それぞれの蔵には歴史があ
り、昔から大切にされてきたものが
伝えられています。その一つがお雛様です。各商家に展示される
のは、江戸時代から大正時代のお雛様です。重厚な店蔵と門が印
象的な蔵の街並みをめぐりながら、町家（まちや）に伝わるお雛
様をゆっくりとご覧ください。当日は、地元商店会による特産品
などの販売なども行われる予定です。
　問い合わせ（村田町歴史みらい館　0224-83-6822）
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平
成
十
八
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す

　

「
組
合
の
家
計
簿
」と
も
い
え
る
平
成
十

八
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
組
合
議
会
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
組
合
の
会
計
は
、行
政
事
務
全
般
の

「
一
般
会
計
」と
、え
ず
こ
ホ
ー
ル
の「
仙
南
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
」か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、歳
入
の　

総
額

が
四
十
七
億
八
千
八
十
万
円
、歳
出
の
総

額
が
四
十
六
億
九
千
四
百
十
四
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、ご
み
や
し
尿
を
安
全
か
つ
衛

生
的
に
処
理
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
経
費
で

す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
仙
南
地
域
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
は
約
五
万
七
千
ト
ン
に
も
登
り
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
ご
み
の
処
理
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、み
な
さ
ん
に
資
源
ご
み

の
分
別
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
い
た
こ

と
で
、九
千
七
百
万
円
以
上
の
経
費
が
節
約

で
き
、リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
資
源
の
量
も
鉄
、

ア
ル
ミ
、び
ん
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
合
わ
せ

て
約
四
千
五
百
ト
ン
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、消
防
や
救
急
活
動
に
使
わ
れ

た
経
費
で
す
。平
成
十
八
年
度
は
柴
田
消
防

署
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
た
ほ
か
、

救
急
救
助
用
備
品
、防
火
衣
な
ど
を
購
入
し
、

安
全
・
安
心
な
圏
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

教
育
費
で
は
ビ
デ
オ
な
ど
の
視
聴
覚
教
材

 計 決 算 �

衛生費�
15億0,091万円�
（31.9％）�

角田衛生センター　5億4,963万円�

大河原衛生センター　2億2,798万円�

白石衛生センター　1億2,798万円�

柴田衛生センター　1億8,292万円�

仙南最終処分場　7,157万円�

仙南リサイクルセンター　1億8,404万円�

消防費�
17億4,959万円�
（37.3％）�

公債費�
9億6,690万円�
（20.6％）�

　　　　　　総務費　　2億1,871万円（4.7％）�
　　　　民生費　　7,450万円（1,6％）　　�
　　教育費　　1億7,739万円（3.8％）�
議会費　　614万円（0.1％）�

歳出�
46億�
9,414万円�

その他　１億5,679万円�業 務 課 �
あ ぶ くま 斎 苑 �
柴 田 斎 苑 �
白石・七ケ宿斎苑�
川 崎 斎 苑 �

6,463万円�
3,453万円�
2,222万円�
2,307万円�
1,234万円�

�

衛生費

仙南芸術文化センター（えずこホール）

消防費

介護認定審査会・市町村審査会

民生費

防災訓練
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や
機
材
を
購
入
し
た
ほ
か
、各
種
講
習
会
や

パ
ソ
コ
ン
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
の
養

成
事
業
や
圏
域
内
外
の
社
会
教
育
施
設
を

利
用
で
き
る
Ａ
Ｚ
９
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
行

い
、圏
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
だ
ほ
か
、圏
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

に
関
す
る
情
報
を
集
約
し
た「
エ
リ
ア
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

徴
税
費
で
は
、仙
南
二
市
七
町
か
ら
悪

質
・
高
額
な
滞
納
案
件
等
四
百
十
七
件（
滞

納
額
三
億
二
千
百
九
十
一
万
円
）を
引
き

受
け
、滞
納
処
分
を
中
心
と
し
た
滞
納
整
理

に
よ
り
、本
税
、督
促
手
数
料
、延
滞
金
を
含

め
て
一
億
千
八
百
二
十
八
万
円
を
徴
収
し

ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、介
護
認
定
審
査
会
で
は
二

百
八
十
三
回
の
開
催
で
、九
千
八
百
二
十

七
人
の
審
査
判
定
と
、市
町
村
審
査
会
で
は
、

二
十
五
回
の
開
催
で
、三
百
五
十
五
人
の
審

査
判
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
充
て
た
経
費
の
九
〇
・

一
％
が
、組
合
を
構
成
し
て
い
る
二
市
七
町

か
ら
の
負
担
金
、つ
ま
り
皆
さ
ん
の
税
金
で
賄

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
仙
南
圏
域
の
世
帯
数

六
万
四
千
五
百
四
十
四
世
帯（
平
成
十
九

年
三
月
末
現
在
）で
割
っ
て
み
る
と
、一
世
帯

あ
た
り
の
負
担
は
六
万
七
千
七
百
八
十
四

円
に
な
り
ま
す
。

　

仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
の

決
算
で
は
、歳
入
の
総
額
が
一
億
七
千
百
六

十
五
万
円
、歳
出
の
総
額
が
一
億
五
千
五

百
五
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。地
域
の
文

化
発
信
拠
点
で
あ
る
、え
ず
こ
ホ
ー
ル
の
人

件
費
・
施
設
管
理
運
営
及
び
事
業
運
営
費

等
で
す
。年
間
六
万
五
千
人
以
上
の
方
に
ご

利
用
頂
き
ま
し
た
。

一 般 会  
市町別負担金内訳�

仙南芸術文化センター�
特別会計決算�

白 石 市 �

角 田 市 �

蔵 王 町 �

七ケ宿町

大河原町

村 田 町 �

柴 田 町 �

川 崎 町 �

丸 森 町 �

8億0,440万円�

分担金�
及び�
負担金�

43億2,429万円�
（90.5％）�

仙南芸術�
文化センター費�
1億5,558万円�
（100％）�

事業収入　126万円（0.7％）�
使用料及び手数料�
1,009万円（5.9％）�

　衛生費負担金�
20億4,374万円�

消防費負担金�
 17億6,781万円�
　　　�

2億1,592万円�
1億1,108万円�
4,998万円�
7,596万円�
4,425万円�
1,555万円�

総務費負担金�
圏域文化振興費負担金�

徴税費負担金�
民生費負担金�
教育費負担金�

日本道路公団負担金�

組合債　　　　　　　　1,270万円（0.3%）�
県支出金　　　　　　   　649万円（0.1%）�
使用料及び手数料　１億8,687万円（3.9%）�
繰入金　　　　　　　　8,510万円（1.8%）�
財産収入　　　　　１億1,222万円（2.3%）�
諸収入　   　　　　　　　358万円（0.1%）�
繰越金　　　　　　　　3,491万円（0.7%）�
寄付金　　　　　　　　1,464万円（0.3%）�

歳入�
47億�

8,080万円�

歳入�
１億�
7,165�
万円�

歳出�
１億�
5,558�
 万円�

7億9,277万円�

2億9,136万円�

7,369万円�

6億0,721万円�

2億6,975万円�
8億7,451万円�

2億1,229万円�

3億8,276万円�

衛　生　費� 消　防　費�

総務費�
民生費�
教育費�
徴税費�

圏域文化振興費�

繰入金�
１億2,449万円�
（72.5％）�

諸収入�
3,581万円�
（20.9％）�

人　事�
★組合議員に４氏�

　次の４氏が組合議会議

　員に就任されました。�

　玉手　安博氏�

　　　（角田市議会議長）�

　渡邊　　誠氏�

　　　（角田市議会議員）�

　佐々　幸一氏�

　　　（村田町議会議長）�

　渡辺　人志氏�

　　　（村田町議会議員）�

�

★教育委員会教育委員に�

　菊地氏�

　当組合教育委員に角田

市教育委員会教育長の菊

地俊彦氏が10月31日の組

合議会において議会の同

意を得て就任されました。�




